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外部センサーを用いた行動履歴の個人蓄積システム 
井上 知洋  中村 隆幸  中村 元紀 † 

 我々は，様々な場所に配置された各種センサーから得られる情報を利用して，個人の日常に関

わる様々な履歴情報を記録し蓄積するシステム GreenTown を提案する．このシステムは，ユー

ザの位置推定などを行うユーザ識別部が監視カメラなどの各種外部センサーを制御して特定のユ

ーザに関わる履歴情報を切り出した上で，履歴情報をそのユーザ個人が管理するストーレジ領域

に蓄積していく事を特徴とする．本稿では，既存のシステムが履歴情報の蓄積とユーザのプライ

バシー保護を両立する事が困難である事を示した上で GreenTown の構成を示し，ユーザのプラ

イバシーを確保しつつ，履歴情報をユーザのストーレジに一元的に蓄積していく手法を説明する． 

 
A Personal Storage System for Daily Activity Recording Using External Sensors 

Tomohiro INOUE    Takayuki NAKAMURA    Motonori NAKAMURA † 
 

We propose a personal storage system “GreenTown” that records and stores everyday activities 
obtained from external sensors set in various public/semi-public places. This system consists of the user 
identification unit, the control unit of external sensors such as surveillance cameras, and the ubiquitous 
storage. With GreenTown system, user’s daily records are collected from external sensors and stored in 
the storage space that the user have own administration right of. In this paper, we explain the challenge 
of protecting users’ privacy, and show the architecture of GreenTown system that overcomes it. 

 

1 はじめに 
いわゆるユビキタス社会においては，様々なソ

ースから得られる情報を蓄積して，将来のサービ

スに活用することが重要な意味を持つ．現在でも，

電子メールをはじめとした容量の比較的小さな情

報を長期間にわたって保存し活用することは一般

的に行われている．最近では音声や映像といった，

より大容量のデータを蓄積し活用する取り組みも，

現実的な研究プロジェクトとして始まっている．

例えば，MyLifeBits [1] では個人が一生のうちに

体験する出来事についての様々な情報を PC のハ

ードディスクに蓄積することを念頭に置いて，蓄

積された情報を様々な場面で活用する方法につい

て研究している． 
個人の一生の情報を蓄積するためにどれくらい

の記憶容量とコストが必要か，例えば 200 kbps の

動画データの場合で考える．現在のハードディス

クの容量単価 (100 円/GB) を考えると，一年分の

動画データを保存するために必要なコストは，現

時点において 80,000 円程度である．ハードディス

クの容量単価は 2 年で半分になるという経験則を

適用すると，総額 30 万円以下程度のコストで 50
年以上の長さの映像データを蓄積することが可能

である． 
このように記憶容量の面では，人が一生のうち

に体験する出来事を記録し，将来のために蓄積し

ておく事は，既に十分現実的になってきている．

我々はこのような膨大な容量のストーレジに，個

人の日常の行動履歴を記録し，蓄積していくため

の枠組みについて研究を行っている． 
以下，2 節において行動履歴を蓄積する際のア

プローチや課題について説明し，3 節で我々の提

案する行動履歴の個人蓄積システムの構成を示す．

4 節では提案システムのもたらす効果を示し，関

連研究との関係を 5 節で説明する． 

2 個人行動履歴の蓄積 

2.1 履歴情報の取得元センサーデバイス 

ユーザの行動履歴を記録するためには，ユーザ

の行動に関わる情報（以下，履歴情報と記す）を，

様々な情報源を用いてできるだけ多く取得する事

が望ましい．このとき，ユーザの行動をセンシン

グするデバイスは，ユーザ本人が所有するデバイ

スと，そうでないデバイスに分けて考える事がで

きる． 

2.1.1 個人所有デバイス 
前者は，デバイスの所有権およびセンシング対

象がユーザ個人に強く結びついているデバイスで

ある．ユーザが家の中などにおいて占有的に使用

する PC や，ユーザが持ち運ぶデジタルカメラな

どのポータブルデバイスなどが例として挙げられ

る．これらのデバイスが取得する情報は，基本的

にデバイスを所有するユーザに関わる情報である．

また，これらのデバイスは所有するユーザの管理

権限下にある．このため，ユーザはこれらのデバ

イスからいつでも自身の行動履歴に関わる情報を

引き出してくることができる． 
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一方，このような個人所有デバイスのみによっ

て個人の行動履歴を蓄積する事には限界もある．

まず，家の中などに据え置かれたデバイスでは，

ユーザが特定の場所にいる間の履歴情報しか得る

事ができない．一方で，ユーザが持ち歩けるセン

サーの数には限界があるため，ポータブルデバイ

スから多様な種類の情報を得る事は期待できない．

また，一般にポータブルデバイスの電源寿命はユ

ーザの日常活動を一日分記録できるほど長くない．

このため，個人所有のデバイスのみによって個人

の日常の履歴情報を記録する事は，現実的な限界

がある． 
このような限界を克服し，ユーザになるべく負

担をかけない形で多くの履歴情報を蓄積するため

には，個人所有ではないデバイスを用いる方法を

用意する必要がある． 

2.1.2 非個人所有デバイス（外部センサー） 
将来のユビキタス社会においては，ユーザのコ

ンテキストに適応した様々なサービスが提供され

ると期待されている．そのためサービス事業者や

それと提携した建物管理者は，コンテキスト推定

のために，ユーザの状態を看視するためのセンサ

ーを様々な場所に配置するようになると予想され

る． 
つまり将来の社会では，ユーザ自身がセンサー

デバイスを持ち歩かなくとも，ユーザに関わる情

報が様々な場所に埋め込まれた，非個人所有の環

境センサーによって取得されている可能性が高い．

これらのデバイス（以下，外部センサーと記す）

を履歴情報の取得元として利用できれば，個人所

有デバイスを用いた場合の限界を克服して，多く

の情報を蓄積し，利用する事が可能となる． 
しかしこれらの外部センサーは，ユーザ個人で

はなく第三者によって設置されたセンサーデバイ

スであり，ユーザ自身はセンサーに関するアクセ

ス権を持たない．例えば，街角に設置された監視

カメラはその場所に滞在したユーザの映像を撮影

し記録しているが，撮影対象となったユーザは自

分が撮影された情報を参照する事は通常できない．

そのため，このようなセンサー用いて個人の履歴

情報を蓄積するためには，外部センサーによって

記録された様々な情報をユーザ自身が参照できる

ようにするための，総合的な履歴情報蓄積プラッ

トフォームが必要となる． 

2.2 既存システムの問題点 

外部センサーを用いた履歴情報の蓄積プラット

フォームの不完全な例として，図 1 に示すような，

様々な場所に設置された外部センサーがそれぞれ

のレポジトリに取得した情報を蓄積しているシス

テムについて考える．特定の場所に滞在するユー

ザの履歴情報を，独自設置のセンサーによって記

録する事業者が複数並列して存在する図 1 のよう

な履歴情報蓄積システムを，本稿ではリトルブラ

ザー[2] 型システムと便宜的に呼ぶ*． 
街角に設置される監視カメラの数が近年増加し

ていることからわかるように，リトルブラザー型

システムは徐々に一般化しつつあるが[3]，このシ

ステムの上でユーザが自由に個人の情報履歴を利

用するためには，以下のような課題があると考え

られる． 

2.2.1 プライバシー保護との両立が困難 
リトルブラザー型システムでは，それぞれのセ

ンサー設置者のレポジトリに，センサーで記録し

た全ての情報が記録される．この状態において，

センサーによって記録された履歴情報をユーザが

参照することを考える． 
各センサー設置者のレポジトリには複数のユー

ザの履歴情報が混在したまま蓄積されており，そ

こに蓄積された情報がどのユーザに関わる情報か

といったユーザ識別は行われていない．このとき

あるユーザが，蓄積された全ての履歴情報の中か

ら，自分が記録された部分の情報を切り出して参

照する事は一般に困難である．これには二つの理

由がある． 
一つは，蓄積された情報の中から特定の個人が

記録された部分のみを切り出す事が技術的に困難

なことである．長時間の音声や動画データの中か

ら，特定の個人が記録されている部分を切り出す

事は，画像認識の技術の進歩などによって可能に

なってきてはいるが，そのためには顔画像などの

個人識別のための特徴情報をユーザの数だけあら

かじめ保持しておかなければならない．これは，

街角に設置された監視カメラなどのセンサーにと

って現実的ではない． 
二つめに，仮にユーザ識別による個人履歴情報

の切り出しが技術的に可能であったとしても，プ

                                                      
* 政府などの一つの大きな権力が個人を監視すること

をビッグブラザーと呼ぶのに対する連想的呼称 

ユーザA

参照

ユーザB

レポジトリ監視カメラ

A, B, etc.A, B, etc.

A, etc.A, etc.

A, B, etc.A, B, etc.

ユーザA，B, 
他の履歴情報

を保存設置者R

設置者Q
設置者P

 
図 1 リトルブラザー型システム 
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ライバシー保護の観点からユーザの識別そのもの

が許されない可能性が高い，という理由がある． 
街角監視カメラなどの公共的なセンサーの運用

にあたっては，撮影された個人の同定は事件など

が発生した場合以外には行わない，という事が暗

黙の前提となっている．すなわちこれらのセンサ

ーは，撮影対象に対する匿名性確保を前提として

運用が許可されていると言える．この匿名性確保

の前提のため，センサーはたとえ技術的に可能で

あったとしても記録されたデータに対して個人識

別をするような解析は行えず，結果として特定の

個人が記録された履歴情報を切り出すことは不可

能となる． 
以上のような理由により，リトルブラザー型シ

ステムにおいては，ユーザに対して個人の履歴情

報を開示する事が困難だという問題が存在する．

これを克服し，各ユーザのプライバシーを保護し

ながら，それぞれの履歴情報を各ユーザに参照可

能とすることが課題となる． 

2.2.2 データ可用性の低下 
仮に上記の問題が解決して，センサーによって

記録された個人の履歴情報をユーザが参照するこ

とが可能になったとても，このデータが各センサ

ー設置者のレポジトリにのみ存在している状況で

は，履歴情報の可用性（データ利用可能性）が低

いという問題が存在する． 
まず 2.1.1 節で説明したような個人所有のセンサ

ーデバイスを用いて個人の履歴情報を記録する場

合について考える．例えば，家庭内のセンサーデ

バイスから履歴情報を取得する際は，その蓄積先

はホームサーバなどの家庭内の端末になる事が妥

当であろう．ポータブルセンサーデバイスを用い

た場合には，一緒に携帯しているストーレジデバ

イスに蓄積することができる．このとき，個人の

履歴情報は個人所有の単一あるいはごく少数のレ

ポジトリに一括して蓄積されるため，ユーザはい

つでもレポジトリから自分の過去の履歴情報にア

クセスして利用することができる． 
一方で，非個人所有のセンサーデバイスを利用

する場合，リトルブラザー型システムでは，自分

の過去の履歴情報を参照したいと思ったときにそ

の情報が蓄積されているセンサー設置者の運用す

るレポジトリにアクセスすることになる．このと

き，そのレポジトリはセンサー設置者の独自のポ

リシーによって運用されているため，ユーザがア

クセスした時にたまたまメンテナンス中で参照が

できないかもしれない．あるいは，設置者がセン

サーを撤去したことに伴って，レポジトリそのも

のが破棄されてしまっていて，以後永久に参照が

不可能になっているかもしれない． 
このようにリトルブラザー型システムでは，自

分の過去の履歴情報に恒久的にアクセスするにあ

たって十分なデータ可用性を保証することができ

ないという問題が存在する． 

2.2.3 履歴情報の有効活用が困難 
さらに，各個人の履歴情報がセンサー設置者の

レポジトリにのみ存在している状況では，データ

の一元管理ができないため履歴情報利用の利便性

が低いという問題も存在する． 
ユーザは自分の過去の情報をアクセスするため

に，過去に滞在した様々な場所のレポジトリにア

クセスして，その都度情報を取得しなければなら

ない．これは，過去の行動の中から重要な出来事

を検索したり，意味のある傾向を抽出するなどと

いったデータマイニング的な履歴情報の利用モデ

ルにおいて，著しいパフォーマンスの低下を招き，

結果として履歴情報を有効に活用することが困難

となる． 

3 GreenTown 
2.2 節で説明したような，従来のリトルブラザー

型システムの抱える課題を解決する新しい履歴情

報蓄積システムとして，我々は外部センサーを用

いた行動履歴の個人蓄積システム (GreenTown) 
を提案している[4]． 

GreenTown は，様々な場所に設置された公共的

な外部センサーを用いて，ユーザの身のまわりで

起きた出来事（履歴情報）を，ユーザ個人が管理

するストーレジ領域に蓄積していくことを特徴と

するシステムである．なかでも GreenTown は，

街角に設置された監視カメラなどによって取得さ

れる映像情報を蓄積する事を主な目的としている． 

3.1 アーキテクチャの概要 

図 2 に GreenTown の構成を示す．GreenTown
は主に，個人の位置を取得するユーザ識別部と，

音声や映像を主とした個人履歴情報を取得するセ

ンサー部，履歴情報を格納するストーレジ部によ

って構成される．以下に，これらの三つの機能部

の動作の概略を示す． 

3.1.1 ユーザ識別部 
ユーザ識別部は，ユーザの位置を測定する位置

センサー(1) と，位置センサーの出力を元にユーザ

の論理位置を決定する位置特定部(2)，センサー部

にデータの蓄積指示を行う蓄積指示部(3) によって

構成される． 
位置センサー(1) として例えば無線タグなどのデ

バイスを用い，ユーザの存在に関する情報を取得

する．位置特定部(2) はセンサーから位置への推論

規則を保持し，得られた情報からユーザの論理位

置を特定する．論理位置とは，建物や部屋等の論

理的なトポロジと，その場所で利用可能な A/V セ

ンサーの配置とを勘案して任意に定めた座標系で

ある． 
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蓄積指示部(3) は地形 DB を用いて論理位置に存

在する A/V センサー(4) を探索し，蓄積対象の情

報源を特定する．そして，ユーザがその場所に滞

在した期間についての時刻情報を複写制御部(6) に
送信し，滞在期間中のセンサーデータを保存する

ように指示する． 
ユーザの位置情報は，後で情報を取り出す際の

インデックスとしても利用するので，ユビキタス

ストーレジ(7) に蓄積する． 
蓄積指示部(3) がアクセスするユーザ DB には，

ユーザ毎に各情報の蓄積先となるストーレジのデ

ータ ID と，そのアクセス鍵が保管されている．ま

た例えば位置センサーに無線タグを用いた場合，

ユーザと無線タグ ID の対応関係も併せて保管され

る． 

ユーザ識別部の運用モデル 
GreenTown では，GreenTown 専用に位置セン

サー(1) を設置するのではなく，他のサービスと共

用して使われる位置情報インフラストラクチャを

利用することを想定している．ユーザ識別部全体

としての機能も，携帯電話会社が提供する位置情

報サービスと同様に，ユーザの自発的な契約の元

で提供されることを意図している． 

3.1.2 センサー部 
センサー部は，監視カメラを想定する A/V セン

サー(4) と，取得したセンサーデータの一時格納先

であるバッファ(5)，そして複写制御部(6) によっ

て構成され，セットとして各センサー設置者によ

って運用される． 
複写制御部(6) は蓄積指示部(3) からの蓄積指示

を受けると，指定された滞在期間中のセンサーデ

ータをバッファ(5) から読み出し，ユビキタススト

ーレジ(7) 上のストーレジ領域に保存する．このと

き，センサーデータはセンサーの記録対象である

ユーザ個人の管理するストーレジ領域に保存され

る． 
センサーを接続するネットワークが，無線接続

などで一時的に切断されることもあり得る．その

場合，蓄積指示部(3) から複写制御部(6) への指示

が遅れて到着し，また複写制御部(6) からストーレ

ジへの書き込みが遅延される．この場合でも，バ

ッファ(5) に該当期間中のセンサーデータが残され

ていれば，前述の動作で同様に対応できる． 

センサー部の運用モデル 
GreenTown では蓄積する情報として，商店街や

通路などに設置された監視カメラによる映像を主

なターゲットとしている．このとき，センサー部

は自治体的組織や建物管理者などによって運用さ

れるが，撮影される人々からの明示的な承認を得

ていない上でセンサーが設置されている事も想定

される． 
また，ユーザは日常生活において訪れる様々な

場所に設置された監視カメラの全てについて，撮

影された映像の機密性が守られるという想定はユ

ーザにとって現実的でない．このように，センサ

ー部はユーザから必ずしも信頼されていない状況

において運用されていると言える． 

3.1.3 ストーレジ部 
ストーレジ部は，センサー部によって収集され

たユーザの履歴情報の最終的な蓄積先であり，ユ

ーザ毎に論理的に切り離されたストーレジ領域を

持つ．この領域に，A/V センサー(4) から得た情報

がそのまま蓄積される．また，ユーザの位置情報

履歴も同時に蓄積される． 
GreenTown では主に監視カメラなどから得られ

る比較的大容量の映像データを扱うため，ストー

レジ部はネットワークの状況に依らず大容量デー

タを扱える機能が必要である．そのためユビキタ

スストーレジ(7) は下記の要求条件を満たすものが

よい．(a) ネットワーク全体で柔軟に複製を作成・

移動でき，それらが単一の空間として扱えること

(分散透過)．(b) ネットワーク断でも情報の保存・

参照ができること(切断時操作)．(c) 複数の情報ス

トリームをひとまとまりとして複製管理できるこ

と(グループ化)．これらを満たすシステムの例とし

て CAOSS[5] があり，現在の GreenTown はこれ

をユビキタスストーレジとして利用する． 
CAOSS は図 3 に示されるような P2P 的なアー

キテクチャを持つ分散型ストーレジシステムであ

り，一意なデータ ID で識別されるデータの集合に

ついて，ネットワーク上で自由にデータの複製を

作ったり移動させたりすることを可能としている． 
さらに GreenTown では，蓄積された履歴情報

をアプリケーションが利用する際の利便性の提供

のため，取り出し制御部(8) を設ける．取り出し制

御部は，時系列に沿って履歴情報へアクセスする

機能をアプリケーション(9) に提供する．さらに，

重複する情報の削除や古い情報の再圧縮，インデ

ックスづけなど情報の整理を行う．情報の整理を

取り出し時まで遅延することで，様々な環境に設

置されるセンサー部が情報を蓄積する際の手順を

簡素化できる． 

(2) 位置特定部 (3) 蓄積指示部

地形DB

(5) バッファ(4) A/Vセンサー
保存
指示

ストーレジ部

(6) 複写

制御部

保存

アプリ
ケーション

ユーザ識別部

保存
センサー部

ユーザDB

参照

(1) 位置センサー

(7) ユビキタス

ストーレジ

 
図 2 GreenTown の構成 
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ストーレジ部の運用モデル 
将来は，一人で複数の端末を利用するユーザの

利便性のために，大規模なオンラインストーレジ

サービスが提供されると考えられる．GreenTown
ではそのように提供されるストーレジ領域に，セ

ンサー部から得られた個人の履歴情報を蓄積する．

ユーザは ISP と契約するようにストーレジプロバ

イダと契約した上でサービスを利用するため，ユ

ーザ識別部と同様にストーレジ部もユーザからの

信頼の上で運用されていると想定される． 
あるいは，ユーザが履歴情報の蓄積先としてホ

ームサーバ等の完全に信頼できる個人所有端末を

選択することも考えられる．このときストーレジ

プロバイダは，ホームサーバまで履歴情報を移動

させるためのリダイレクタ的な役割をはたす． 

3.2 実際の蓄積と参照手順 

図 4 に GreenTown における履歴情報の蓄積手

順の概要を示す．図 5 は各コンポーネント間で受

け渡されるメッセージの構成を表している． 
あるユーザ A の位置が測定された場合，ユーザ

識別部はユーザ A が滞在した場所にあるセンサー

部に対して，滞在期間内のセンサーデータを蓄積

するように指示する(1)．この蓄積指示にはユーザ

A を識別できるような情報は含まれない． 
指示を受けたセンサー部は，該当期間のセンサ

ーデータをバッファから参照し，新しく生成した

共通暗号鍵 key で暗号化した後，新規データとし

てユビキタスストーレジ上に保存する(2)． 
このときのデータの識別子(data-id) と暗号鍵を

保存指示の返答としてユーザ識別部に通知する(3)．
返答を受けたユーザ識別部は，ユーザ A の行動履

歴一覧が保存されたインデックスをユーザ DB を

用いて特定し，「滞在期間情報，履歴情報の保存

されたデータの data-id，暗号鍵」からなる新しい

エントリを追加する(4)． 
ユーザが過去の履歴情報を参照するときは，ユ

ーザ DB に登録した自分の履歴情報インデックス

から参照したい時刻が含まれる場面（エントリ）

を検索し，結果として得られた data-id から実際

の履歴情報データを読み出す．図 4 では簡便のた

めインデックスを単一としているが，実際には画

像，動画，移動履歴などのセンサー種別に応じた

複数のインデックスをもち，ユーザ DB で指定さ

れるインデックスをルートとする階層構造を持つ． 

4 効果 

4.1 プライバシー保護との履歴蓄積の両立 

2.2 節で述べたように，リトルブラザー型の履歴

情報蓄積システムでは，プライバシー上の問題か

ら，外部センサーによって取得される履歴情報を

ユーザが参照する事は困難であった． 
GreenTown では，位置センサーと外部センサー

を連携させることによってユーザの滞在期間を特

定し，その部分を該当ユーザの管理するストーレ

ジ領域にコピーする．これによって，ユーザは自

分の行動が記録されたセンサー情報（履歴情報）

を参照することが可能となる． 
この際，ユーザから必ずしも信頼されない外部

センサーには個人特定につながるような情報は一

切渡さず，個人特定が必要となる蓄積動作はユー

ザから信頼されているユーザ識別部が代行して行

っている．このため，外部センサーは保存しよう

としているデータがどのような個人の履歴情報な

のかについて推測することはできず，外部センサ

ーにとって記録対象の個人は匿名のままである[6]． 
このように GreenTown は，ユーザのプライバ

シーを守りながら外部センサーから履歴情報を取

得し，蓄積していく事が可能である． 

002

data-id = 
001

002

003

003

001

001

001
002

保存・参照

データ複製

データ

 
図 3 ユビキタスストーレジ (CAOSS) 
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図 4 蓄積手順 

1. 保存指示

4. エントリ追加

3. 保存指示返答

終了時刻開始時刻 終了時刻開始時刻

keyencdata-id keyencdata-id

data-id keyenc終了時刻開始時刻 data-id keyenc終了時刻開始時刻

2. データ保存
（keyencで暗号化してデータ新規作成

→ 新規data-idを得る）
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これらの通信は盗聴されないよう暗号化
通信路で守られる  

図 5 メッセージの構成 

研究会Temp 
－17－



   
 

6/6 

4.2 データ可用性と利便性の向上 

GreenTown では，各センサーによって取得され

た履歴情報をユーザが管理するストーレジ領域に

コピーして蓄積する．データは主にユーザのホー

ムサーバにあたる端末に一括して蓄積されるため，

ユーザ主管による履歴情報の一元管理が可能とな

る．このため，リトルブラザー型システムの課題

であった，履歴情報利用の可用性低下と有効性低

下の問題が克服される． 

4.3 個人情報の自己利用権の強化 

4.1 節で述べたように，GreenTown を導入する

事によって，ユーザは外部センサーによって取得

された個人履歴情報にアクセスできるようになる．

例えば，いままで監視カメラによって一方的に撮

影されていたユーザも，自分の写っている範囲の

情報は自分で利用する事が可能となる．これは，

情報の自己利用権（自分に関わる情報は自分で管

理できるべき）の強化という GreenTown の副次

的な産物である．  
このように自己利用権の強化がシステマチック

に可能になってくると，監視カメラを設置する側

に，記録したデータを設置者だけで利用するので

はなくユーザにも還元するべきといった圧力がか

かる事が期待できる．この圧力は，無節操な監視

カメラの設置を改めさせることにつながる．一方

で情報の自己利用権が得られるようになると，監

視カメラなどを様々な場所に設置することが許容

されやすくなることも考えられる． 
GreenTown は，両者のバランスをとった，ユビ

キタス社会における適正なセンサーの設置・運用

のための基盤技術を提供できる． 

5 関連研究 
Microsoft Research の MyLifeBits [1] では，ユ

ーザの日常活動で接する情報をなるべくデジタル

化して個人の PC 上に貯めていくとともに，その

ように貯められた多くの情報を使って，ユーザの

日常の活動を補助する方法を研究している．

MyLifeBits では蓄積する履歴情報として，ユーザ

が直接扱うことのできる各種書類や写真などのデ

ータを対象としており，研究の主なターゲットは

情報を蓄積する際の DB 形式や，役に立つ情報を

ユーザに提供する際のインタフェース (GUI) であ

る． 
GreenTown では，個人の履歴情報の情報源とし

て個人が直接接する範囲の情報だけでなく，環境

的に埋め込まれている外部センサーなどを用いて

なるべく広い範囲の情報を集める事を目的として

いる．その際，外部センサーを扱う場合に必須と

なるプライバシー保護の枠組みを確立している．

一方で，蓄積された履歴情報の利用方法について

は，MyLifeBits やデータマイニング技術等，他研

究の成果を利用する事を期待している． 
MyLifeBits に限らずいわゆるユビキタスサービ

スの研究では，サービス提供者がセンサーおよび

そこから取得される情報に対する管理権を全て持

っているという前提に立つ場合が多い．この前提

の上では，プライバシー情報の提供とサービスに

よる利便性享受との間のトレードオフをどう解決

するかが課題となる．しかし，事業者が全てのセ

ンサーを設置・管理できるような比較的狭い領域

を超えると，複数の事業者が設置した多様なセン

サーが取得する情報を，プライバシーを保護しつ

つどのように連携させるか，という課題が生まれ

る．GreenTown はこの課題に対し，全ての情報を

一度ユーザの手元に集めて，その上で各種情報の

連携による新しい利用方法を探る，というアプロ

ーチをとる． 

6 まとめ 
本稿では，身の回りのできごと（履歴情報）を

主に映像と音声で蓄積することを目的としたセン

サー情報の個人蓄積システム (GreenTown) につ

いて，実現に向けた課題を明らかにし，それを解

決するシステム構成を提案した．GreenTown は，

公共の外部センサーと位置センサーを連携させる

ことによって個人が記録されたセンサー情報の一

部を個人の履歴情報として切り出し，ユーザ個人

のストーレジ領域に自動的に蓄積することができ

る．現在，提案したシステムのプロタイプ実装を

完了し，動作の評価を進めている． 
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